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２．事業実績

指定管理者制度活用事業　評価シート

施設名称 令和５年度

事業者名 多文化共生推進課長

指定期間 市民文化局市民生活部多文化共生推進課

 利用実績

１　施設利用状況
長寿命化工事実施のため10月から12月までは本館施設(下記（４）参照)の利用制限を行った。

（１）年間開館日数

（２）来館者数

　
（３）オンライン講座等利用者

（４）施設利用状況　●は長寿命化工事期間中（令和5年10月～12月）貸館利用制限

（５）図書室利用状況

（６）外国人市民来館者数

※オンライン講座等利用者含まず

※オンライン講座等利用者含まず

令和５年度 令和４年度
全体 150,020人 162,567人
外国人 8,592人 8,653人

協会（含相談）（人） 日本語学習（人） 図書室（人） その他（人） 合計（人）
令和５年度 416人 1,202人 67人 6,907人 8,592人
令和４年度 382人 3,151人 135人 4,985人 8,653人

※令和5年10月～12月は施設
長寿命化工事の影響で休止

令和５年度
実績値

令和４年度
実績値

前年度以上：○
前年度未満：△

令和元年度
実績値

利用者数 9,124人 8,277人 ○ 9,889人
閲覧数 3,177件 3,433件 △ 2,711件
（閲覧数内訳）

図書等 2,896件 3,069件 △ 2,296件
ビデオ・CD・DVD 32件 48件 △ 83件

検索用PC 249件 316件 △ 332件

令和５年度 令和４年度
1,041人 611人

令和５年度
実績値（％）

令和４年度
実績値（％）

前年度以上：○
前年度未満：△

令和元年度
実績値（％）

ホール● 77.8 73.8 ○ 72.8
レセプションルーム● 61.4 68.4 △ 58.5
第1会議室● 53.9 61.2 △ 47.3
第2会議室● 61.4 61.6 △ 65.6
第3会議室● 59.8 66.7 △ 59.2
第4会議室● 47.7 52.0 △ 46.0
第5会議室● 48.3 52.0 △ 51.1
第6会議室 71.4 70.3 ○ 72.7
第7会議室（和室） 63.8 62.2 ○ 51.3
特別会議室● 8.8 6.7 ○ 5.3
特別応接室● 13.3 11.0 ○ 14.3
料理室● 18.9 18.0 ○ 24.2
交流サロン● 81.1 78.5 ○ 84.6
茶室 32.4 29.3 ○ 27.3
レクリエーションルーム 92.3 89.0 ○ 92.9

令和５年度 令和４年度
357日 356日



 利用実績

２　講座参加者数

※１　R5一部オンライン開催
※２、１２　新型コロナウイルス感染症の影響で中止
※３、７　オンライン開催
※４　一部オンライン開催
※５、６、９、１１　R5施設長寿命化工事の影響で中止
※８　使用テキストの関係で中止
※１０　R4オンライン開催

３　外国人相談件数

収支実績

１　収入             227,317,254 円 （R4  232,670,302円）
　　内訳：指定管理料        　　　195,907,369 円 (R4  192,005,000円)
　　　　　　利用料金収入      　　  21,570,880 円（R4    28,482,070円）
　　　　　　事業収入　　　　　　 　　　2,465,870 円（R4     2,887,170円）
　　　　　　その他収入                  7,373,135 円（R4     9,296,062円）

２　支出　　　　　   　228,879,931円（R4  239,174,836円）
　　内訳：情報収集・提供事業      1,849,416 円（R4　　　2,367,147円）
　　　　　　広報出版事業　　　　　　2,605,091 円（R4　　　2,552,664円）
　　　　　　研修事業　　　　　　　　　2,159,030 円（R4　　　4,910,561円）
　　　　　　国際交流促進事業　　　　 357,210 円（R4　　　1,536,242円）
　　　　　　外国人相談事業         23,793,610 円（R4     24,075,538円）
　　　　　　その他の事業                  700,928円（R4         791,495円）
　　　　　　事業人件費　　　　　　　 28,699,142円（R4     23,867,125円）
　　　　　　センター管理費          168,715,504円（R4   179,074,064円）

３　収支差額　▲1,562,677円（R4  ▲6,504,534円）

サービス向上の取組

○長寿命化工事期間中の対応
　10月～3月にかけて実施した長寿命化工事について、利用者に広く伝わるようホームページ等を用いて広報
を図った。また、外国人相談窓口事業は休館中でも対面で実施できるよう関係部署と調整を行い、休館期間
中も対面での相談を受け付けた。

○オンラインでの事業実施
　長寿命化工事期間中、対面での実施が不可な事業（日本語講座）についてはオンラインを用いて実施した。

○自動販売機の設置
　屋外施設の利用者の利便性向上のため、自動販売機を3台新設した。

年度 相談
令和５年度 2,812件
令和４年度 3,314件

講座名 令和５年度 令和４年度 令和５年度 令和４年度
日本語講座（午前、夜間）※１ 97 97 664 684
日本語特別講座 1 2 18 81
親子で学ぶにほんごサロン（R3～新規）※2
日本語ボランティアブラッシュアップ研修※3 4 3 122 36
国際文化理解講座 2 3 103 58
外国語による国際理解　※4 8 8 231 182
観光ボランティアセミナー※5 5 112
災害時支援ボランティア養成セミナー※6 1 32
外国につながる子どもの学習支援サポーター研修　 2 2 38 40
プロボノによる多文化共生事業※7 3 3 76 87
日本語ボランティア登録事前研修※８ 10 6
母語母文化継承支援事業 2 2 105 57
日本語スピーチコンテスト 1 1 151 154
魅惑の音楽紀行※９ 1 201
留学生と交流する会※１０ 1 2 45 74
生活にほんごサロンサポーター研修　※11 5 101
親子で学ぶにほんごサロンサポーター養成・研修（R3新規）　※１２

多言語読み聞かせ事業（R3～新規） 1 17
生活にほんごサロン※９ 随時 随時 599 472
合計 122 145 2,169 2,377

開催回数(回） 参加者数（人）



３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点着眼点

利
用
者
満
足
度

利用者満足度

利用者満足度調査を適切に実施しているか

8 4 6.4利用者満足度は向上しているか

調査結果の分析を行い、満足度向上のための具体的な取組に反映しているか

事業成果

事業実施による成果の測定が適切に行われているか

8 3 4.8
当初の事業目的を達成することができたか

（評価の理由）
【利用者満足度】
・各事業・講座後に実施したアンケート結果によると、「大いに満足」・「満足」が計89.3％を占めており、高い水準を保っている。アンケートにつ
いては事業の内容ごとに「わかりやすかった」「ためになった」「楽しかった」の項目に分けて受講者に満足度を聞く形式としている。全体の回収
率は微減しているが(R4:70.6%、R5:69.8%)、令和4年度から継続して行っている外国語による国際理解講座等は回収率が全体的に上昇してい
る。(R4:57.1%、R5:77.8%)
・前年度のアンケートの結果を踏まえて留学生と交流する会は令和4年度はオンラインで開催していたものを対面開催で行い、参加者の交流
の時間を増やす等事業内容の改善を図った。結果、本事業の満足度は98.２％と高いものとなった。
・利用者の声については改善の要望があったものについてはアンケートの自由記述欄をもとに講座の内容と受講者のニーズの乖離等要因の
分析を行うとともに、必要に応じて定例会の場を活用し所管課等関係機関と連携して要望の解決を図っている。

【事業成果】
・長寿命化工事の影響により、一部事業は中止の措置をとるものもあったがオンラインで講座を実施する等、事業縮小の影響を最小限に抑
え、計画に基づき、当初の事業目的を達成した。

収
支
計
画
・
実
績

効率的・効果的な
支出

計画に基づく適正な支出が行われているか

6 4 4.8支出に見合う効果は得られているか

効率的な執行等、経費縮減の具体的な取組は為されたか

収入の確保

計画通りの収入が得られているか

6 3 3.6
収入増加のための具体的な取組が為されているか

適切な金銭管理・
会計手続

収入と預かり金等を区別し、適切に管理を行っているか

5 3 3
事業収支に関して適正な会計処理が為されているか

（評価の理由）
【効率的・効果的な支出】
・令和4年度以前の余剰金を令和5年度の管理費に流用し、自動販売機の設置に係る工事や駐車場精算機のインボイス制度対応等備品の
整備等施設の維持管理を行った。なお、前段の流用分を差し引くと収入の範囲内で適正に支出を行っている。
・国の外国人受入環境整備交付金(R5:10,000,000円)を活用し、外国人相談窓口の事業執行を行った。

【収入の確保】
・長寿命化工事による施設の休館の影響により、事業の中止が多かったが、講座の実施手法をオンラインに切り替えるなどして収入の確保に
努めた。
・自動販売機を増設し、売上手数料収益の確保に努めた。

【適切な金銭管理・会計手続】
・適切に金銭を管理し、会計事務所の指導のもと会計手続を行っている。



サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善

適切な事業の実
施

実施すべき事業内容が仕様書や実施計画等に基づいて適切に提供されたか

20 4 16

実施事業の利用促進への具体的な取組が為されているか

利用者への情報提供を適時かつ十分に行っているか

国際交流センターの設置目的等に基づき、特色ある取組が行われているか

新規利用者及びリピーター確保に向けた取組が行われているか

業務改善による
サービス向上

実施計画と実際のサービス提供に「ずれ」が生じている場合、原因究明に必要な取
組が為されているか

8 3 4.8
業務改善が必要な場合に、現状分析、課題把握、改善策の検討と実施が行われて
いるか

業務改善の取組によって具体的な効果があらわれたか

利用者の意見・
要望への対応

利用者ニーズの把握に努め、それを事業や管理に反映させる取組が為されている
か

8 3 4.8意見・要望の収集方法は適切だったか（十分な意見・要望を集めることができたか）

利用者からの苦情や意見に対して、迅速かつ適切に対応しているか

（評価の理由）
【適切な事業の実施】
各事業にて、適正に事業を行っている。特にFacebookやブログについては更新を密に行うことでアクセス件数が増加しており、施設及び事業
の認知度向上に努めているほか、各講座ではセンターを利用している外国人市民が講師等で参画するよう事業内容を工夫して行っている。
各事業の詳細は以下に記載する。

〔情報収集・提供事業〕
・図書資料室について長寿命化工事による休館期間に図書資料の分類の変更及び資料のラベル貼替等配架整理を行い、今後の資料探索
性向上を図った。
・ロビーやギャラリーは国際交流に関する展示物を展示や外国人市民への情報提供の場として活用したほか、地域と連携して作品展等を実
施した。

〔広報出版事業〕
・センターだよりは、計画どおり年10回発行した。広報誌のSIGNALは、計画どおり年４回発行した。SIGNALについてはインタビューや記事の
情報提供に当たり多くの外国人市民が参画するように企画を工夫した。
・図書・資料室だよりは、計画どおり年10回発行した。
・Facebookは週4回以上更新し、内容に応じてやさしい日本語を使用してセンター事業や外国人市民に向けた情報の発信を行った。着実に
フォロワーを増やしR5年度末時点では1,857人(R4:1,756人)、アクセス件数は97,040件（R4:79,441件）となった。
・ブログでは12言語で日本の文化や風習、外国人市民の生活情報に関わる情報の発信を行い、アクセス件数は13,238件(R4:10,951件)で
あった。

〔講座・研修事業〕
・日本語講座については、長寿命化工事期間中もオンラインを用いて実施した。オンラインで実施することにより、学習者が継続して参加しや
すい環境となった。（R5オンライン参加者：395人）また、特別講座を工事期間中に日本民家園で実施し、学習者やボランティアが対面で交流
する機会も提供した。
・国際理解講座としてグローバルセミナーを開催し、ＳＤＧｓをベースに多様な価値観や世界の状況、問題を学ぶことを目標に全2回開催した。
・外国語による国際理解講座では市内大学の留学生等外国人市民を講師として招き、外国人市民が参画するように講座内容を工夫した。
・生活にほんごサロンについては、外国人市民にサポーターをマッチングし、土曜・日曜日に日本語やビジネスマナー等を学べる機会を提供
するとともに、相互文化について理解を深める多文化共生の場を提供した。年間計12回開催し、延べ599組（R4:472組）が活動し、エントランス
ロビー、情報ロビー、談話ロビーで行うとともにオンラインでも実施した。

〔国際交流促進事業〕
・国際交流事業として例年実施している「日本語スピーチコンテスト」については、参加者から「外国人から見る日本について知ることができて
よかった」等参加者の満足度が97.5％と高いものになった。また、当日参加できなかった方に向けてアーカイブを国際交流センターホーム
ページで配信している。
・留学生と交流する会について、対面での開催の要望が多かったことを踏まえて対面で実施した。グループ毎に調べた内容を冊子としてまと
めた。

〔多文化共生推進事業〕
・外国につながる子供の教育フォーラムを開催し、外国につながる子どもの抱える課題等について講義を行い、参加者が情報共有を行う場を
提供した。

〔外国人相談事業〕
・外国人窓口相談について、長寿命化工事期間中も対面で来訪者の相談を受け付けられるように関係機関と調整を行った。また、生活オリエ
ンテーションを区役所やイベント等で計3回実施し、センターの場所以外でも外国人市民への情報提供を行った。来訪相談、電話相談、その
他メール相談等を合計した年間相談件数は施設長寿命化工事の影響により2,812件（R4：3,314件）と前年度から502件減少した。
・広報用に作成した名刺型リーフレットを外国人市民代表者会議の募集案内に同封し、相談窓口の周知を図った。

【業務改善によるサービス向上】
・長寿命化工事による休館期間中もオンラインを用いて事業を実施した。
・シェアサイクルを継続して設置し、利用者の利便性の向上を図った。（R5実績:3,413件、R4:2,670件）
・保管期限の過ぎた雑誌や寄贈図書等をリユースコーナーを設置し、利用者へ提供を行ったほか、中国瀋陽市より寄贈を受けた図書資料に
ついて広報の実施や特別展示を行った。

【利用者の意見・要望への対応】
・施設利用者アンケートとして、昨年と同様に外国人市民利用者アンケート（通年）を実施した。（R5実績:31件、R4:24件）
・昨年度同様、講座の受講者にアンケートを実施し、計544件（R4:699件）の回答を得た。
・国際交流センター活用推進検討委員会を開催し、センターの運営や災害時多言語支援センターについて、意見・要望を募った。回数につ
いては長寿命化工事の影響により1回のみとなった。なお、委員については施設の利用者や地域住民だけでなく、外国人市民代表者会議委
員等外国人市民が3名参画している。
・利用者からの寄せられた苦情・意見については、状況等を確認しながら早急な対応に努めた。



適正な人員配置

連絡・連携体制

再委託管理

担当者のスキル
アップ

3 3 1.8

コンプライアンス

職員の労働条
件・労働環境

環境負荷の軽減 3 3 1.8

施設・設備の保
守管理

管理記録の整
備・保管

駐車場管理業務

清掃業務

警備業務

外構・植栽管理

備品管理

組
織
管
理
体
制

必要な人員（人数・有資格者等）が必要な場所に適切に配置されているか

5 3 3定期または随時の会議等によって所管課との連絡・連携が十分に図られているか

再委託先との連携調整が適宜・適切に行われ、業務の履行についても適切な監
視・確認が為されているか

業務知識や安全管理、法令遵守に関する研修が定期的に行われ、スタッフのスキ
ルとして浸透しているか

安全・安心への
取組

事件・事故、犯罪、災害から利用者を守ることができる適切な安全管理体制となっ
ているか（人員配置、マニュアル、訓練等）

5 3 3
緊急時に警察や消防など関係機関と速やかに連携が図れるよう、連絡体制を構築
し、定期的に情報交換等を行っているか

個人情報保護、その他の法令遵守のルール（規則・マニュアル等）と管理・監督体
制が整備され、適切な運用が為されているか

5 3 3
スタッフが業務を適正に実施するための、適切な労働条件や労働環境が整備され
ているか

環境に配慮した調達や業務実施が行われているか

（評価の理由）
【適正な人員配置】
・人員配置については、仕様書どおり適切に配置され、管理運営が行われた。

【連絡・連携体制】
・危機管理対応マニュアルを活用して、器物破損等の事件・事故発生時には遅滞なく報告を行った。
・定期的に施設内職員の定例会を実施し、情報共有を行った。

【再委託管理】
・施設清掃については、館内を清潔・衛生的な状態に保ち、汚れやすい箇所については重点的に巡回清掃を行うよう努めた。
・舞台及びAV機器等維持については、利用者に機器の適切な使用方法と操作指導を行うとともに、維持管理を行った。
・施設警備業務については、宿泊施設を有する施設の事情を踏まえて、機械警備と連携して一般警備を行った。

【担当者のスキルアップ】
・外国人相談窓口の相談員を対象に、国際交流センターで実施する研修のほか、東京出入国管理局やかながわ国際交流財団をはじめとす
る外部機関が実施する研修に参加し、新しい情報の収集や知識の習得に努めた。
・個人情報保護に関する研修を行い、法令の遵守について確認を行っている。

【安全・安心への取組】
・事故や災害等への対応マニュアルを整備し、発生時の連絡体制、関係機関との連携についての取組を定めている。
・エントランスに設置しているＡＥＤについては、国際交流センターという館の特性を考慮し、日本語・英語の２か国語対応のものを設置してい
る。

【コンプライアンス】
・個人情報保護その他の法令を遵守し、適正な管理・運営体制がなされている。また、事務局内に個人情報保護管理者を置き、管理運営を
行っている。

【職員の労働条件・労働環境】
・労働者の適正な作業報酬を確保するなど法定の労働条件・労働環境を整備している。

【環境負荷の軽減】
・ＬＥＤ照明の導入（R5実施：茶室）を進めるとともに、太陽光発電による環境負荷低減設備を継続的に設置しており、エネルギー使用量の削
減及び環境に配慮した業務実施に努めた。

適
正
な
業
務
実
施

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検や整備等を適切
に実施しているか

5 3 3業務日誌・点検記録・修繕履歴等が適切に整備・保管されているか。

駐車場を安全・適正に管理・運営されているか。

施設内及び外構の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に利用できる環境を
維持しているか

5 3 3

施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等の未然防止に役
立っているか

外構の植栽を適切に管理（草刈、剪定、害虫駆除等）しているか

設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が適切に行われて
いるか

（評価の理由）
【施設・設備の保守管理】
・仕様書に基づき、法令点検及び定期点検を確実に実施している。
・築2９年経過した施設であるため、効果的かつ効率的な補修を実施した。
・施設長寿命化工事について、空調機及び昇降機の改修の実施に当たり、市と調整を行った。

【管理記録の整備・保管】
・各種記録類は適切に管理・保管されている。

【駐車場管理業務】
・車両の適切な配置整理を行うとともに、歩行者及び自転車利用者等の安全を図り、事故防止に努めた。また、外路への渋滞回避など快適な
利用ができるよう配慮した。

【清掃業務】
・施設内外を常に清潔で衛生的な状態に保ち、その保全と美観の維持に努めた。

【警備業務】
・施設利用者からの要請や保護等の必要があった場合には、すみやかに消防や警察へ連絡を行った。

【外構・植栽管理】
・施設内の街路樹の剪定や、イベント広場等の雑草の駆除を定期的に実施した。

【備品管理】
設備・備品について、適宜リストを更新し適正に管理した。



４．その他加点

分類 項目 配点 評価段階 評価点

５．総合評価

70.8 評価ランク

　　　　　　　　　　

６．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

７．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

4

茶室の利用拡大に向けた事業が行われているか

評価ランク 適用基準（評価点合計）

着眼点

そ
の
他
加
点

市の政策課題へ
の取組

外国につながる子どもへの対応が行われているか

5 4

・市との協定・仕様書等に基づき、法令を遵守し、共同事業体として、施設・設備の適正な維持管理を実施するとともに、予算の有効活
用と透明化に努めること。
・開館30年目を迎え、施設・設備の経年劣化が進んでいることから、市が実施する施設長寿命化工事等と調整を図りながら、引き続き中
長期的な視点を持って維持管理に努め、施設の劣化状況を踏まえた事業運営を行うこと。
・多文化共生社会の実現に向け、その拠点となるよう方向性を検討し、事業運営を行うこと。
・情報収集・提供事業、広報事業を一層充実させ、市民による国際交流及び多文化共生社会の推進の拠点施設としての認知度を高め
ること。また、施設利用者及び事業参加者数の増加を図りながら資産を効果的に活用し安定した収入の確保及び支出の削減に努める
こと。
・多言語に対応する体制や情報、ノウハウ、ネットワークなどの強みを生かして効果的な情報発信を行い、外国人市民の安全確保と生
活支援に必要な事業を実施すること。また、災害時における外国人市民支援については、引き続き関係機関と連携しながら訓練を行う
など準備を進めること。
・利用者ニーズの把握に努めながら広報手段や情報提供手段を更に拡充させ、市民、民間交流団体、留学生等の交流・ネットワーク活
動を支援すること。
・国際交流センター活用推進検討委員会を定期的に開催し、検討結果を利用者に公表するなど、事業や施設の運営管理に迅速かつ
適正に反映させること。
・アンケートについて、単に満足度を上げるためのツールとはせず、回収率を高めるとともに事業の目的を明確化し受講者のニーズを的
確に捉えるための方法を更に検討していくこと。
・これまでの指定管理期間に培った運営管理のノウハウを生かし、更なる施設の認知度及び魅力の向上を図ること。
・地域にとって魅力ある施設となるために、引き続き地域との連携を図ること。
・組織管理体制については、日頃から所管課や再委託先との連絡調整を密にし、事件・事故発生時の初動対応（関係機関への連絡を
含む）に遺漏がないよう引き続き周知徹底すること。

Ａ 総合評価の結果、特に優れていると認められる。（80点以上）

Ｂ 総合評価の結果、優れていると認められる。（70点以上80点未満）

Ｃ 総合評価の結果、適正であると認められる。（60点以上70点未満）　※標準点

災害時に備えた取組が行われているか（新規）

Ｄ 総合評価の結果、改善が必要であると認められる。（50点以上60点未満）

Ｅ 総合評価の結果、問題があり適切な措置を講じる必要がある。（50点未満）

・市民による主体的な国際交流及び国際友好親善の増進並びに、多文化共生社会を推進する拠点施設として、条例、規則等に定めら
れた事業運営、施設管理・運営が適正になされている。
・講座については、施設長寿命化工事期間中もオンラインを活用したり、開催場所を調整することで休止を最小限にした。また、内容に
ついても地域の外国人市民を講師に招くなど、事業内容を工夫して行っている。
・多文化共生総合相談ワンストップセンターについては名刺型リーフレットを作成して広報周知を図ったほか、国際交流センター以外の
場所で生活オリエンテーションを行うなど、多くの外国人市民に周知されるよう工夫した。
・施設・設備の維持補修については、経年劣化した設備の適切な補修だけでなく、利用者からの意見を踏まえた迅速な対応を行うな
ど、施設の長寿命化に積極的に協力している。
・施設の特性上、発生する様々な事故等に適正に対応を行っている。
・駐車場有料化７年目となり、利用者への対応、管理運営などを着実かつ適切に行うとともに、駐車場の公正な利用の促進を図ってい
る。
・災害発生時に向けた取組として災害時多言語支援センターのマニュアルの改定及び実施訓練を行うなど必要な準備を関係機関と連
携して実施している。
・茶室の利用拡大に向けて利用団体と協力して事業を実施している。
　以上のことから、全体的に安定した事業運営及び施設管理運営を行っており、国際交流及び多文化共生社会の推進を図るとともに運
営上の課題解消に積極的に取り組み、利用者サービスの向上に努めていることから、適正に指定管理業務を実施したと評価する。

（評価の理由）
・外国につながる子どもとその保護者を対象とした多言語読み聞かせ事業（参加者17名）を行ったほか、外国につながる子ども教育フォーラム
を実施し、外国につながる子ども達が抱える課題や社会の問題について参加者が情報交換を行う機会を提供した（参加者14名）。
・災害時多言語支援センターのマニュアルについて、平成23年以降改定が行われていなかったため、改定に当たり横浜市国際交流協会やか
わさきFM等関係機関へのヒアリングを行い、改定を行った。また、設置訓練を実施し、センター内の役割分担、業務について確認を行った。
・茶室の利用促進に向けて木月庵の利用団体と連携し、「木月庵を大切にする会」を全2回開催した。

評価点合計 B

※評価ランクの適用基準


